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論文内容の要旨
質量分析器、 β 線分析器、 On-Line Mass Separator 等の荷電粒子分析器は原子核の研究を押し
進める上に於て大変有用な装置である。
特に最近の原子核理論及び実験技術の進歩にともなって、より高性能な装置、つまり高分解能で像
の収差が小さく、かつ明るい装置が要求きれるようになってきている。その為には高精度のイオン光
学が必要である。
イオン光学に於ける種々の問題は本質的には電場及び磁場中における荷電粒子の運動方程式を求め、
これを近軸光線に限って逐次近似法で解き、さらにその結果を幾何光学の場合と同様に変換行列
(Transfer Matrix) の形で表現する事である。
本論文に於てはトロイタゃル電場及び非一様磁場中のイオン軌道を 3 次近似の精度で求める方法を確
立した。その際に大型計算機による数値計算が正確かっ容易に行われるように、適当なマトリックス
とベクトルを導入する新しい方式を採用した。ここで得られた結果を使って 2 次完全収束を満足する
システムなどの 3 次の収差の計算及ぴ円軌道からずれたところの中心軌道に関する像の収差の係数を
2 次の精度で決定する方法も確立した。また r-1 型分散磁場を使用した高分解能質量分析器への具体
的応用例も示しである。
論文の審査結果の要旨
静電場あるいは静磁場を利用した荷電粒子の分析装置は、原子核の研究に広く用いられているが、
最近では実験の精度を上げたり新しい実験をするために明るくて高分解能の分析装置の開発が望まれ
ている。このためには 1 次近似の収束性だけでなく 2 次の収束性が問題となるのでしたがって高精度
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の寸オン光学が必要となってくる。
松尾君の論文は従来 2 次の近似で行なわれていた電磁場中のイオン軌道の計算法を 3 次にまで拡張
し、その応用の一例を実験結果と比較して理論の有用性を論じたものである。
まず一般的なトロイダル型電極によりつくられる電場とコーン状ポールピース聞につくられる非一
様磁場の中のイオン軌道を 3 次の近似で解き、それを計算に便利な変換行列の形で表現した。これに
より任意の数の電場と磁場が直列に組合わされた系の軌道計算が容易にできるようになった。次にこ
の結果を用いて円形から僅かにずれた任意の中心軌道に関する 1 次および 2 次の収束性を計算する方
法を開発した。これは実験装置を実際に使用するときに極めて有用な理論である。この方法を用いて、
本学教養部に設置きれている r-1磁場を利用した高分解能質量分析器の収束性を検討し実験結果との
良い一致を得た。
以上松尾君の研究はイオン光学の分野に大きい進歩をもたらすもので理学博士の学位論文として十
分価値あるものと認める。
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